
2025年 11月 5日 

各位 

兵庫県ＮＩＥ推進協議会 

会 長 竹 内 弘 明 

 

兵庫県ＮＩＥ(教育に新聞を)公開授業(神戸市立鶴甲小学校)のご案内 

 

 菊花の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素はＮＩＥ(教育に新聞

を)活動にご協力くださいまして誠にありがとうございます。 

 さて、NIE 実践指定校神戸市立鶴甲小学校の「兵庫県ＮＩＥ公開授業」を下記のと

おり開催いたします。 

つきましては、ご多忙のところ恐縮ですが、ご参加くださいますよう、お願い申し

上げます。 

 

記 

 

１ 日 時  2025 年 12 月 5 日（金） １３時３０分～１５時３５分 

                               （受付開始１３時００分） 

 

２ 会 場  神戸市立鶴甲小学校  

       〒657-0011 神戸市灘区鶴甲 2-10-1 

       TEL:078-821-0444 

              ＊車での来校不可 

 

３ 内 容  13:30～    開会挨拶 日程説明 (第一多目的室 北館 4F) 

13:50～14:35  ５時間目 総合的な学習の時間 

「地域の良さを伝えよう」 

 指導者 藤岡敦洋 教諭 (６年２組 北館４F) 

14:45～15:30 意見交換会 (第一多目的室) 

15:30～15:35  事務連絡 閉会  

 

４ 申し込み 2025年 11月 28日（金）までに、申込書をメールにて兵庫県ＮＩＥ推 

進協議会事務局へお送りください。 

 

兵庫県 NIE 推進協議会 〒650-8571 神戸市中央区東川崎町 1-5-7 神戸新聞社内 

            TEL：078-362-7054  メール：hyogo-nie@kobe-np.co.jp 

 

 

mailto:hyogo-nie@kobe-np.co.jp


＜学校の紹介＞ 

 かつてこの地には、標高３２７ｍの鶴甲山がありました。昭和３５(1960)年から 

７年間をかけて周囲６０万㎡を切り開き、広大な住宅団地を建設しました。その 

際、削られた約１５００万㎥の土は、東部海面の埋め立てや摩耶埠頭の建設に利用 

され、「山、海へ行く」の先駆けとなりました。 

本校開校は昭和４３(1968)年で、今年で５７年目を迎えます。かつて児童数は 

１０００人近くいたのですが、住民の高齢化に伴って年々人口減少が続き、現在は

約３６０人とおよそ３分の１となりました。本校は現在、特別支援学級を含めて全

１５学級と、こじんまりとした学校です。 

本校区には昔からの住民が多く住み、親子で本校の卒業生という家庭も多く見ら 

れ、学校がコミュニティの場として愛され続けています。 

地域の方々による本校教育活動への協力も多く、 

また児童の見守り活動でも積極的に関わって 

いただいています。 

さらに地域の祭りや運動会等もさかんに行われ 

ており手づくり感のある地域行事となっています。 

このような温かい地域に支えられた子供たちは、 

今日ものびのびと地域の中で過ごしています。 

 

＜公開授業の紹介＞ 

本校は一昨年度よりNIE実践指定校としてNIE活動に取り組んで３年目を迎える学

校です。これまでの活動として、新聞の切り抜きを使って朝の会での活動に取り入

れたり、総合的な学習の中で「平和学習」の資料として、新聞記事を切り取り、ス

クラップにまとめて学びの足跡を残したりと、活字離れが進み、新聞購読家庭が減

少している中で、子供たちが新聞を手にする機会を増やしてきました。今年度はNIE

全国大会で「新聞を通して学ぶ～インタビューと文章の記述～」と題して、新聞記

者のインタビューがどのように新聞記事となって紙面に掲載されていくのか、どの

ようなインタビューを行えば、読み手にしっかりとインタビューの内容が伝わるの

かを考える、これまでの出来上がった新聞を使った授業とは視点を変えた取り組み

を行ってきました。１学期は国語の単元を切り口にして友達の良さについて、２学

期は家庭科の単元を切り口にして家事の工夫についてインタビューを行い、互いに

報告し合う場面を設定しました。そして本日の授業では、子供たちが住んでいる地

域の良さについて様々な角度からインタビューしたことをまとめる活動を参観して

いただく予定です。鶴甲地域が誕生してからずっと住み続けている方や新しくこの

地に住居を構えた方、校区にある神戸大学に通う学生へのインタビューを通して、    

この地の良さや魅力、課題を聞き取ってきた子供 

たちが、自分事として地域の今を捉え、将来の地 

域の担い手となる礎を築けることを期待していま  

す。 

 

 


